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他施設でのヒヤリハット事例② 実験者の⾝体汚染に関する事例②
211Atによる⾝体汚染

211Atについて
211At

207Bi 211Po

207Pb

α壊変 42%

EC 58%

実質α放出率100%

β+, EC

安定

α壊変 100%

半減期 7.2h

α線を⽤いた標的核医学治療
α線放出核種

α線は、⾶程短く、
線エネルギー付与⼤

治療効果⾼く、副作⽤の少ない
がん治療が可能

腫瘍に集積できれば

225Ac薬剤での治療
治療開始2か⽉後

前⽴腺ガンが
多数の⾻、
リンパ節に転移

腫瘍マーカー
（PSA)値が
正常範囲まで
低下

Kratochwil C,  Bruchertseifer F,  Giesel FL, et al.: 225Ac-PSMA-617 for PSMA-Targeted α-Radiation Therapy of 
Metastatic Castration-Resistant Prostate Cancer. J Nucl Med 57: 1941-1944, 2016

治療前 さらに２か⽉

225Ac（α線治療）は有効177Lu（β線治療）は増悪
Kratochwil C,  Bruchertseifer F,  Giesel FL, et al.: 225Ac-PSMA-617 for PSMA-Targeted α-Radiation Therapy of 
Metastatic Castration-Resistant Prostate Cancer. J Nucl Med 57: 1941-1944, 2016
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α線核医学治療の有望核種

備考半減期核種

最も研究が進んでいる。
⽇本では供給が問題。10d225Ac

実⽤化。すべて輸⼊。11d223Ra
国内製造可能。有⼒候補。7.2h211At

発⽣時の状況｜2023年6⽉
有機化合物への
211At標識実験

他部署所属
共同利⽤者C

発⽣時の状況｜2023年6⽉

⾐服の右胸から
⾸にかけて
汚染あり

実験終了後

汚染検査

発⽣時の状況

ドラフトで
⾏われていなかった

発⽣時の状況

タイベックスーツ着⽤

⾸のあたりを汚染
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211Atの取扱いは難しい

溶液のpHによって、
揮発性が変化

開放系でおいておくと、
⾶散の可能性あり

キャップ付容器使⽤容易に汚染発⽣

211Atの取扱いは難しい

チャコールフィルター付き簡易フード グローブボックス

⼊念な準備が必要

⾝体汚染の原因は︖

⾸元が空いていた︖

揮発したAtで汚染︖

教訓①

揮発性の⾼いものは、⾝体汚染を
避けるため、特段の注意が必要

ドラフト利⽤等対策を怠らない︕

教訓②

全ボタン留め

腕まくりしない

きちんと着⽤

おわり
以下を使⽤しています。

いらすとや︓https://www.irasutoya.com/

かがくイラスト︓https://science-illust.com/

ICOOON MONO︓https://icooon-mono.com/

効果⾳ラボ︓https://soundeffect-lab.info/

DOVS-SYNDROME︓https://dova-s.jp/

VOICEVOX（⾳声読み上げソフト）︓https://voicevox.hiroshiba.jp/


